
（ 5 ） （ 4 ）

太
陽
光
発
電
や
省
エ
ネ
自
動
車
へ
の

助
成
、公
民
館
の
改
修
な
ど
の
た
め

に
積
み
立
て
て
い
き
た
い
。

Q
　
市
営
住
宅
柏
原
団
地
太
陽
光
発

電
売
電
料
が
、前
年
度
と
比
較
し
増

え
て
い
る
が
、そ
の
要
因
は
。

A
　
売
電
量
が
、１
万
１
千
６
３
４

kW
か
ら
１
万
２
千
２
８
５
kW
に
増
え

た
こ
と
。ま
た
、売
買
単
価
が
21
年
度

の
28
・31
円
か
ら
45
・72
円
に
な
っ
た

こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

Q
　
自
治
振
興
費
中
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
特
別
整
備
事
業
費
補
助
金
に
、

各
自
治
会
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
件
数

と
内
訳
は
。ま
た
、実
施
件
数
は
。

A
　
要
望
は
53
件
あ
り
、内
訳
は
、集

会
所
改
修
13
件
、集
会
所
借
上
料
30

件
、冷
暖
房
設
置
５
件
、掲
示
板
設
置

４
件
、収
納
庫
設
置
１
件
。こ
の
う
ち

41
件
を
実
施
し
た
。

Q
　
耕
作
放
棄
地
の
実
態
調
査
と
こ

れ
に
伴
う
勧
告
は
、１
３
８
筆
と
あ

る
が
、具
体
的
内
容
は
。

A
　
市
内
で
１
３
８
筆
、80
名
に
勧

告
を
行
っ
た
。年
２
回
、６
月
と
10
月

に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、そ

の
中
で
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
に

関
し
勧
告
な
ど
を
行
っ
た
も
の
。

文
教
厚
生
委
員
会

　
一
般
会
計
は
総
務
費
、
民
生
費
、

衛
生
費
、
教
育
費
お
よ
び
関
連
す
る

歳
入
の
一
部
を
審
査
。

Q
　
障
害
者
就
労
支
援
事
業
委
託
料

一般会計決算における要望指摘事項
　 各常任委員会で審査された決算のうち、一般会計については審査の結果が要望指摘事項を

付して報告されました。本会議で採決した結果、原案のとおり認定しました。

　　反対討論　大沢えみ子　議員　　　賛成討論　太田博希　議員

要 望 指 摘 事 項

■ 総 務 経 済 委 員 会
１　生活一時金制度や勤労者住宅資金貸付制

度について、有効に利用されるよう他の貸
付制度も参考に見直しを検討されたい。

２　資格取得支援や職業訓練校などへの通学
支援など、引き続き若者の正規就労に結び
つくような施策を実施されたい。

３　地域の防災力を強化するため、住宅防火
診断や自主防災組織の初期消火訓練などの
充実に努められたい。

■ 文 教 厚 生 委 員 会
４　指定管理者制度の導入施設については、

課題を把握し、検証・評価していくことを徹
底すると同時に、議会へ逐次報告されたい。

５　堀兼学校給食センター更新事業について
は、安心・安全な給食が提供できるよう、予
定どおり27 年度供用開始に向け、全力で取
り組まれたい。

■ 建 設 環 境 委 員 会
６　太陽光発電システム設置費補助金の増額

を検討されたい。
７　公共施設での自然エネルギーの活用につ

いて、積極的に推進されたい。
８　放射能汚染に関する専門的知識を高め、

それに対応する部署を環境経済部内に設置
するなど、一元化をされたい。

９　市道幹第９号線について、早期に整備さ
れたい。

10　赤坂の森公園多目的グランドの使用につ
いて、教育委員会事業以外の使用について、
検討されたい。

11　全公園施設の利用者の増加策を検討され
たい。

■ 共 　 通 　 項 　 目
12　過去の決算特別委員会における要望指摘

事項のうち、未処理の事項については早急
に対処されたい。

の
具
体
的
な
内
容
と
実
績
は
。

A
　
障
害
者
の
職
業
的
・
社
会
的
自

立
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、就

職
相
談
な
ど
を
行
い
、職
場
定
着
を

支
援
し
て
い
る
。22
年
度
の
支
援
な

ど
は
４
千
４
０
４
件
で
、22
年
度
末

の
登
録
者
数
１
３
３
名
の
う
ち
、就

職
者
数
は
71
名
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　
保
育
所
保
護
者
負
担
金
に
、収

入
未
済
額
や
不
納
欠
損
が
生
じ
て
い

る
が
、今
後
の
対
策
は
。

A
　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
納
付
が
困

難
な
世
帯
も
あ
る
が
、保
育
料
負
担

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、分
割
納
付

の
相
談
も
含
め
、引
き
続
き
対
応
し

て
い
く
。

Q
　
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
の
修

繕
料
は
、市
が
負
担
す
べ
き
内
容
か
。

A
　
指
定
管
理
者
基
本
協
定
に
基
づ

き
、50
万
円
以
上
の
修
繕
５
件
を
市

の
負
担
と
し
た
。

Q
　
理
科
教
育
等
設
備
整
備
費
補
助

金
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
が
、そ

の
理
由
は
。

A
　
例
年
は
30
万
円
程
度
で
あ
る
が
、

21
年
度
は
国
の
経
済
危
機
対
策
に
基

づ
く
１
千
３
０
０
万
円
の
補
助
金
が

あ
り
増
と
な
っ
た
。22
年
度
は
そ
の

反
動
で
大
幅
に
減
少
し
た
。

Q
　
公
民
館
３
館
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
た
が
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
状
況
や
利
用
者
の
声
は
。ま
た
、課

題
は
ど
の
よ
う
に
検
証
し
た
の
か
。

A
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
前
期
、後
期

で
２
回
実
施
し
、結
果
は
、お
お
む
ね

　
商
工
・
労
働

Q
　
若
年
者
の
雇
用
対
策
は
。

A
　
面
接
相
談
、保
護
者
の
た
め
の

我
が
子
の
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、就

職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
座
、就
職

相
談
な
ど
を
実
施
。

Q
　
店
舗
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

の
実
績
と
効
果
は
。

A
　
実
績
件
数
46
件
、補
助
実
績
３

８
２
万
８
千
円
、工
事
額
で
８
千
４

６
０
万
８
４
５
円
、施
工
業
者
は
26

社
。店
舗
も
利
用
が
年
々
増
加
し
効

果
が
出
て
い
る
。

Q
　
入
間
川
七
夕
ま
つ
り
の
花
火
の

費
用
と
打
ち
上
げ
た
数
の
推
移
は
。

A
　
20
年
度
が
３
４
０
万
円
、２
千

２
０
０
発
。21
年
度
が
２
８
５
万
円
、

１
千
８
０
０
発
。22
年
度
が
２
０
０

万
円
、１
千
６
０
０
発
。

　
農
林
水
産
業

Q
　
農
業
後
継
者
の
育
成
対
策
は
。

A
　
就
農
相
談
や
農
場
で
の
研
修
支

援
活
動
な
ど
、年
間
を
通
じ
て
展
開

し
て
い
る
。22
年
度
は
後
継
青
年
農

業
者
が
３
名
、Ｕ
タ
ー
ン
就
農
者
が

２
名
、計
５
名
が
新
規
に
就
農
し
た
。

　
建
　
設

Q
　
狭
山
市
駅
西
口
周
辺
整
備
推
進

費
、約
11
億
５
千
１
０
０
万
円
の
主

な
事
業
内
容
と
成
果
、今
後
の
見
通

し
は
。

A
　
再
開
発
事
業
で
は
、駅
前
広
場

が
完
成
し
、全
面
供
用
が
開
始
さ
れ

た
。ま
た
、２
街
区
の
建
築
工
事
に
着

手
し
た
。新
都
市
機
能
ゾ
ー
ン
で
は
、

街
区
公
園
の
暫
定
整
備
や
道
路
築
造

工
事
を
実
施
し
た
。狭
山
市
駅
橋
上

駅
舎
・
東
西
自
由
通
路
整
備
事
業
で

は
、昨
年
12
月
１
日
に
東
西
自
由
通

路
の
全
面
供
用
が
開
始
さ
れ
、本
年

３
月
に
事
業
が
完
了
し
た
。今
後
も

事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
、中
心
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
基
盤
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
　
住
宅
や
民
間
特
定
建
築
物
の
耐

震
化
の
進
捗
状
況
は
。

A
　
耐
震
化
の
目
標
は
、27
年
度
末

を
90
％
に
設
定
し
て
い
る
が
、住
宅

は
67
％
に
対
し
て
72
％
、民
間
の
特

定
建
築
物
は
74
％
に
対
し
て
76
％
の

進
捗
率
と
推
計
し
て
い
る
。

　
消
　
防

Q
　
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で

は
ど
の
よ
う
な
出
動
を
し
た
の
か
。

A
　
延
べ
18
隊
、51
人
が
25
日
間
に

わ
た
り
岩
手
県
陸
前
高
田
市
お
よ
び

福
島
県
本
宮
市
に
出
動
し
た
。

　
教
　
育

Q
　
児
童
の
英
語
検
定
の
内
容
と
成

果
は
。

A
　
20
年
度
か
ら
小
学
６
年
生
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
。全
国
と
比
べ
、

平
均
的
に
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い

る
。小
学
校
の
成
果
が
中
学
校
の
学

力
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。

Q
　
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
の
進

捗
状
況
、今
後
の
予
定
は
。

A
　
本
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
、

堀
兼
・奥
富
・柏
原
小
学
校
の
体
育
館

の
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
。今
後
は
、

27
年
度
ま
で
に
全
て
の
体
育
館
な
ど

の
工
事
を
完
了
さ
せ
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

Q
　
今
後
の
税
率
改
定
は
。

A
　
今
回
の
決
算
な
ど
を
勘
案
し
て

24
年
度
は
税
率
改
定
を
見
送
る
こ
と

に
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

Q
　
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
に
対
す
る
利

用
率
は
、ど
の
く
ら
い
か
。

A
　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
が
95
・５
％
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
が
81・８
％
。

　
　
　
そ
の
他
の
議
案	

◆
特
別
会
計
決
算
認
定（
下
水
道
事

業
、老
人
保
健
、上
広
瀬
土
地
区
画
整

理
事
業
、狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画

整
理
事
業
、後
期
高
齢
者
医
療
）　
◆

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

総
務
経
済
委
員
会

　
一
般
会
計
は
歳
入
全
般
、議
会
費
、

総
務
費
、
労
働
費
、
農
林
水
産
業
費
、

商
工
費
、
消
防
費
、
公
債
費
、
諸
支
出

金
、予
備
費
、実
質
収
支
に
関
す
る
調

書
、財
産
に
関
す
る
調
書
を
審
査
。

Q
　
財
政
調
整
基
金
以
外
の
目
的
基

金
は
、ど
の
よ
う
な
方
針
で
積
み
立

て
て
い
る
の
か
。

A
　
24
年
度
以
降
に
予
定
し
て
い
る

後
期
基
本
計
画
の
諸
事
業
の
実
施

な
ど
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
要
望
の
高
い
学
校
施
設
の
改
修
、

市税
228億3,390万円
47.48％

民生費
147億5,419万円
33.09％

総務費
95億6,943万円
21.46％

土木費
50億4,742万円
11.32％

教育費
49億904万円
11.01％

公債費
37億2,497万円
8.35％

衛生費
35億3,663万円
7.93％

消防費
16億8,613万円
3.78％

その他
13億6,460万円
3.06％

国庫支出金
55億5,443万円
11.55％

市債
39億9,174万円
8.3％

繰入金
39億1,673万円
8.15％

繰越金
20億9,231万円
4.35％

県支出金
20億8,640万円
4.34％

地方交付税
20億655万円
4.17％

その他
56億434万円
11.66％

歳入総額
480億8,640万円

歳出総額
445億9,241万円

常

任

委

員

会

で

の

審

査

平成22年度　一般会計決算


